
の
方
々
で
あ
っ
た
。
 
 

第
七
葦
 
熊
野
の
筆
 
 
 

図
画
の
部
 
 

広
島
高
等
師
範
学
校
教
授
 
 

広
島
女
子
高
等
師
範
学
校
 
 

附
属
中
・
高
校
教
諭
 
 

広
島
舟
入
小
学
校
長
 
 

■    ・ ・ －  
／‥－  

2
 
学
校
数
育
と
葦
 
 

松
原
邦
二
（
二
十
五
年
は
広
島
大
）
 
 

荒
滝
察
害
 
 

坂
江
重
雄
 
（
t
一
十
五
年
は
市
視
学
）
 
 

図7－412 公民伸こおける吾＝道教軍  

昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
、
熊
野
第
 
 
 

全
国
習
字
教
育
研
究
会
の
開
催
 
 

一
小
学
校
に
お
い
て
、
第
一
回
全
国
習
 
 

字
教
育
研
究
発
表
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
研
究
発
表
会
は
、
全
国
的
 
 

に
見
て
も
、
書
道
教
育
の
み
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
点
に
お
い
て
、
ひ
 
 

じ
ょ
う
に
特
異
な
も
の
で
あ
る
。
地
場
産
業
と
教
育
と
が
互
い
に
緊
密
な
関
 
 

係
を
保
っ
て
い
る
点
は
、
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
う
え
、
第
一
回
以
 
 

来
、
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
の
第
八
回
ま
で
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
た
 
 

の
は
大
変
よ
い
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
三
十
四
年
に
中
止
さ
れ
、
昭
和
三
 
 

十
五
年
か
ら
は
校
内
研
究
発
表
会
に
変
っ
た
の
は
、
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。
 
 
 

そ
の
ほ
か
、
町
内
に
あ
る
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
に
お
け
る
書
道
 
 
 



第
四
節
 
熊
野
蟹
の
特
色
と
こ
れ
か
ら
 
 
 

図7－4¶14 熊野三荏のいろいろ  

（郷土館）  

書
道
教
室
は
、
毛
筆
生
産
者
の
晶
質
向
上
の
た
め
に
役
だ
つ
と
と
も
 
 

に
、
住
民
の
生
涯
教
育
の
た
め
に
も
有
益
で
あ
る
。
 
 

あ
る
。
昭
和
五
十
九
年
度
（
一
九
八
四
）
か
ら
芸
術
コ
ー
ス
を
設
置
 
 

し
、
書
道
、
美
術
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
中
で
も
、
町
内
の
書
 
 

道
愛
好
の
気
風
に
応
じ
て
、
書
道
教
育
熱
心
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
 
 

で
も
な
い
。
 
 

社
会
教
育
と
筆
 
 

郷土館の概要  
木造2階・赤瓦葺  

床面積1乳14m－  

延面積 272．69m】  

図7－4－13 郷土館展示場図  
社
会
教
育
の
一
環
と
し
て
、
公
民
館
、
町
民
 
 

会
館
な
ど
で
、
書
道
教
室
が
開
か
れ
て
い
る
。
 
 

（
苔
写
）
教
育
の
一
貫
し
た
振
興
発
展
を
図
る
 
 

た
め
、
教
職
員
を
中
心
に
し
た
研
究
協
議
会
 
 

が
結
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
会
で
は
、
小
学
 
 

校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
の
合
同
書
道
展
、
 
 

実
技
講
習
会
、
中
国
四
川
省
と
の
作
品
交
換
 
 

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
 
 

最
も
注
目
 
 
 

熊
野
高
等
学
校
芸
術
コ
ー
ス
 
 す

べ
き
こ
 
 

と
ほ
、
昭
和
五
十
二
年
（
l
九
七
七
）
に
設
置
 
 

さ
れ
た
広
島
県
立
熊
野
高
等
学
校
の
活
動
で
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る
□
毛
筆
問
屋
は
、
著
名
書
家
と
の
交
流
が
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
著
名
な
書
家
の
善
が
数
多
く
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
書
道
用
品
 
 

と
し
て
は
、
硯
、
墨
、
印
材
、
筆
の
名
品
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
江
戸
時
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
の
書
道
手
本
を
収
 
 

め
、
展
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
展
示
は
、
広
範
な
書
道
博
物
飾
的
色
彩
を
も
っ
て
い
る
。
 
 

熊
野
筆
事
業
協
同
組
合
の
発
足
と
と
も
に
、
鰻
野
筆
会
館
の
建
設
が
意
図
さ
れ
て
い
た
。
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
 
 

こ
に
は
、
毛
筆
の
原
材
料
か
ら
は
じ
め
て
、
製
造
工
程
、
製
筆
用
具
の
具
体
的
な
実
際
が
わ
か
る
よ
う
に
、
解
説
を
加
え
て
展
示
し
 
 

て
い
る
。
ま
た
、
伝
統
工
芸
士
の
作
品
、
特
異
な
筆
軸
等
、
詳
細
な
展
示
場
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

熊
野
集
会
館
 
 

第
七
草
 
鱒
野
の
賽
 
 

八
）
四
月
に
落
成
し
、
事
務
室
、
会
議
室
等
の
ほ
か
に
、
毛
筆
展
示
場
を
二
階
部
分
全
体
に
使
用
し
て
い
る
。
こ
 
 

図7－4－15 昔家の作■m展示（郷土離）  

月
二
十
三
日
に
町
当
局
が
購
入
し
、
改
築
整
備
し
た
後
、
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
 
 

五
月
に
、
熊
野
町
郷
土
館
と
し
て
開
館
し
た
。
郷
土
館
は
、
他
地
域
に
見
ら
れ
る
よ
う
 
 

な
農
具
、
民
具
、
生
活
用
具
等
を
も
展
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
最
も
大
き
な
部
 
 

分
を
筆
関
係
の
展
示
室
に
用
い
て
い
る
。
図
7
－
4
－
1
3
に
示
す
昭
和
六
十
年
の
展
示
 
 

場
案
内
図
を
見
れ
ほ
、
そ
の
概
察
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

毛
筆
関
係
の
展
示
と
し
て
ほ
、
熊
野
筆
の
い
ろ
い
ろ
（
羊
毛
筆
、
合
毛
筆
、
馬
毛
筆
、
わ
 
 

ら
輩
等
）
、
毛
筆
原
料
（
各
種
毛
筆
の
主
原
料
）
、
製
軍
用
具
、
画
筆
、
化
粧
筆
、
昔
の
筆
問
 
 

屋
の
店
の
再
現
、
筆
商
人
の
用
い
た
行
商
道
具
等
を
展
示
す
る
。
 
 
 

書
道
関
係
の
も
の
と
し
て
ほ
、
古
く
か
ら
現
代
ま
で
の
雷
作
家
の
作
品
を
展
示
す
 
 

熊
野
町
郷
土
館
 
 

熊
野
町
に
は
、
馬
上
酒
醸
場
と
尺
田
酒
駿
場
の
二
つ
の
酒
醸
場
が
 
 

あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
尺
田
酒
醸
場
を
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
九
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中
心
は
、
自
然
、
毛
筆
産
業
を
中
心
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
十
二
月
五
、
六
、
七
の
三
日
間
に
行
わ
 
 

れ
た
第
一
回
全
国
書
き
方
展
覧
会
以
来
、
こ
の
会
を
積
極
的
に
後
援
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
九
月
二
十
四
日
 
 

に
は
、
熊
野
商
工
会
設
立
十
周
年
に
ち
な
ん
で
、
第
一
回
の
筆
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
時
に
、
作
詞
を
野
口
雨
情
、
作
曲
 
 

を
藤
井
清
水
に
依
頼
し
て
「
撃
ま
つ
り
」
の
歌
が
作
ら
れ
た
。
こ
の
歌
に
は
、
筆
踊
り
も
振
り
つ
け
ら
れ
、
榊
山
神
社
の
境
内
で
、
 
 

少
女
た
ち
が
各
地
区
（
ニ
ワ
）
ご
と
に
そ
の
踊
り
の
技
を
披
露
し
て
い
る
。
こ
れ
が
現
在
の
筆
祭
の
起
源
で
あ
る
。
 
 
 

商
業
組
合
法
の
制
定
に
伴
っ
て
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
熊
野
毛
筆
商
業
組
合
が
発
足
す
る
。
熊
野
商
工
会
の
事
業
の
う
ち
、
毛
 
 

筆
事
業
に
か
か
わ
る
比
率
は
い
さ
さ
か
減
少
し
て
い
る
が
、
町
内
の
主
要
産
菜
で
あ
る
毛
筆
製
造
販
売
事
業
の
経
営
指
導
か
ら
、
全
 
 

く
無
関
係
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。
昭
和
十
三
年
ご
ろ
か
ら
行
わ
れ
た
中
国
か
ら
の
原
毛
直
輸
入
な
ど
、
毛
筆
商
業
組
合
等
と
協
力
 
 

し
て
事
業
の
育
成
発
展
に
努
め
て
い
る
。
 
 
 

中
で
も
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
教
育
課
程
変
更
へ
の
運
動
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
に
敗
れ
た
こ
と
に
伴
っ
て
、
昭
和
二
十
 
 

二
年
（
一
九
四
七
）
に
新
し
い
教
育
制
度
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
小
学
校
の
教
育
課
程
も
大
幅
に
変
更
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
書
道
 
 

教
育
が
小
学
校
で
行
わ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
、
熊
野
町
の
毛
筆
産
業
は
多
大
の
影
響
を
受
け
た
。
熊
野
町
商
工
会
は
、
当
時
の
熊
野
 
 

商
工
業
協
同
組
合
と
と
も
に
、
力
を
あ
わ
せ
て
書
道
教
育
の
復
活
を
政
府
当
局
に
対
し
、
熱
心
に
運
動
し
て
い
る
。
昭
和
二
十
六
年
 
 

（
一
九
五
l
）
か
ら
、
小
学
校
四
年
生
以
上
で
書
道
教
育
が
復
活
し
た
の
は
、
そ
の
成
果
で
あ
る
と
評
価
し
て
よ
い
。
 
 
 

戦
後
の
税
制
改
革
は
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
か
ら
行
わ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
シ
ャ
ウ
プ
税
制
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
税
務
講
 
 

習
会
を
開
催
す
る
に
及
ん
で
、
経
営
指
導
と
い
う
商
工
会
本
来
の
業
務
が
、
盛
ん
に
な
っ
た
。
ま
た
、
商
工
業
の
情
報
の
収
集
の
一
 
 

環
と
し
て
、
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
二
月
五
日
に
ほ
『
筆
の
都
 
熊
野
誌
』
を
も
発
行
し
て
い
る
。
 
 
 

商
工
会
は
、
現
在
、
「
熊
野
町
商
工
会
」
の
名
称
を
用
い
て
い
る
。
創
設
時
に
は
、
「
熊
野
商
工
会
」
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
第
 
 

第
四
節
 
熊
野
筆
の
特
色
と
こ
れ
か
ら
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第
七
章
 
熊
野
の
筆
 
 

二
次
世
界
大
戦
中
、
政
府
の
指
示
に
よ
り
「
熊
野
町
商
工
経
済
会
」
 
の
名
称
を
用
い
て
い
た
。
後
に
、
各
市
町
村
に
商
工
会
が
設
置
 
 

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
行
の
名
称
に
な
っ
た
。
 
 
 

現
在
、
熊
野
町
商
工
会
は
、
公
益
法
人
と
し
て
全
国
商
工
会
連
合
会
の
一
員
と
し
て
の
事
業
に
従
っ
て
い
る
。
そ
の
事
業
内
容
 
 

は
、
商
工
業
者
の
相
談
に
応
じ
、
そ
の
指
導
に
当
た
る
こ
と
、
商
工
業
の
情
報
を
集
め
そ
の
資
料
を
会
員
に
提
供
す
る
こ
と
、
ま
た
 
 

商
工
業
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
、
会
員
に
必
要
な
講
習
会
、
講
演
会
を
開
催
す
る
こ
と
、
展
覧
会
、
共
進
会
を
開
催
し
 
 

た
り
斡
旋
し
た
り
す
る
こ
と
等
で
あ
る
。
二
言
に
い
え
ば
、
経
営
相
談
、
指
導
の
中
軸
を
な
す
検
閲
と
し
て
の
責
務
を
担
な
っ
て
い
 
 

る
の
で
あ
る
。
現
在
も
、
こ
の
会
が
、
多
く
の
会
員
を
擁
し
て
い
る
こ
と
は
、
商
工
会
が
本
来
の
目
的
に
従
っ
て
動
い
て
い
る
こ
と
 
 

を
よ
く
示
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 
 

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
商
業
組
合
法
が
制
定
さ
れ
た
の
に
伴
っ
て
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
一
月
八
日
、
 
 
 

熊
野
毛
筆
商
業
組
合
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
熊
野
毛
筆
商
業
組
合
が
設
立
さ
れ
た
。
毛
筆
の
製
造
販
売
に
関
す
る
事
業
は
、
熊
野
町
商
工
会
に
よ
っ
て
 
 

行
わ
れ
て
い
た
た
め
、
新
た
に
商
業
組
合
を
作
る
必
要
も
な
い
と
い
う
意
見
も
強
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
当
時
の
湯
川
広
島
県
知
事
 
 

の
指
導
も
あ
っ
て
、
こ
の
組
合
は
発
足
す
る
運
び
に
至
っ
た
。
そ
の
た
め
、
発
足
当
初
の
熊
野
毛
筆
商
業
組
合
の
組
合
員
は
、
熊
野
 
 

町
商
工
会
の
会
員
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
 
 
 

熊
野
毛
筆
商
業
組
合
の
発
足
時
の
理
事
長
は
、
城
本
硬
一
で
あ
っ
た
。
組
合
員
の
出
資
の
一
口
の
金
額
は
五
〇
円
で
五
二
人
が
参
 
 

加
し
、
総
出
資
口
数
は
一
二
六
口
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
≡
八
）
に
な
る
と
、
組
合
員
七
四
人
、
出
資
口
数
二
三
 
 
 

2
 
筆
に
関
す
る
諸
団
体
の
変
遷
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四
口
に
増
加
し
て
い
る
。
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
に
は
組
合
員
一
二
二
人
に
増
加
し
、
出
資
口
数
も
八
八
一
口
と
な
る
。
翌
年
に
 
 

は
、
組
合
員
数
は
一
ニ
ー
人
と
減
じ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
出
資
口
数
は
一
〇
四
三
口
に
増
し
て
い
る
。
出
資
口
数
の
増
加
 
 

は
、
当
時
の
毛
筆
産
業
の
好
況
を
よ
く
示
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
 
 
 

毛
筆
商
業
組
合
の
業
績
と
し
て
大
き
い
も
の
に
は
、
原
毛
の
共
同
購
入
が
あ
げ
ら
れ
る
。
従
来
は
、
主
と
し
て
大
阪
の
商
社
を
通
 
 

じ
て
原
毛
の
購
入
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
組
合
が
大
蔵
省
の
認
可
を
え
て
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
二
）
か
ら
、
中
国
大
陸
の
中
部
地
 
 

域
か
ら
直
輸
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
に
は
、
中
国
東
北
地
方
（
旧
満
州
地
方
）
か
ら
も
原
毛
を
 
 

輸
入
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
組
合
の
事
業
と
し
て
は
、
次
の
五
項
目
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
 
 

一
毛
筆
事
業
に
必
要
な
物
品
の
協
同
購
入
 
 

二
 
毛
筆
の
信
用
保
持
に
必
要
な
対
策
 
 

三
 
毛
筆
事
業
の
統
制
 
 

四
 
毛
筆
の
協
同
販
売
 
 

五
 
毛
筆
事
業
に
関
す
る
調
査
研
究
 
 

こ
の
目
的
の
う
ち
、
最
も
大
き
い
も
の
が
、
前
述
の
原
毛
の
直
輸
入
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
 
 
 

ま
た
、
協
同
販
売
の
業
績
と
し
て
は
、
官
公
庁
に
特
に
軍
部
に
毛
筆
の
納
入
を
始
め
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
も
以
前
は
、
大
阪
の
 
 

問
屋
を
通
し
て
納
入
し
て
い
た
が
、
組
合
を
通
し
て
納
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
熊
野
町
の
毛
筆
生
産
は
飛
躍
的
に
増
加
し
、
昭
和
 
 

十
四
年
（
一
九
三
四
）
に
は
、
熊
野
町
の
毛
筆
生
産
量
の
全
国
比
は
九
〇
％
に
も
達
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
讐
諾
詑
謂
監
批
蟻
 
 

‖
。
な
お
、
そ
の
当
時
、
華
道
り
に
従
事
し
て
い
た
人
の
話
に
よ
る
と
、
軍
部
の
注
文
は
あ
ま
り
に
も
多
量
で
あ
っ
た
た
め
、
夜
も
 
 

第
四
節
 
熊
野
蟹
の
特
色
と
こ
れ
か
ら
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た
。
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
三
月
二
十
三
日
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
に
は
、
熊
野
町
の
み
な
ら
ず
 
 

川
尻
町
な
ど
広
島
県
下
の
全
毛
筆
業
者
も
参
加
し
、
理
事
長
に
は
伊
藤
実
雄
が
就
任
し
た
。
こ
の
時
の
組
合
員
数
は
二
四
一
人
、
出
 
 

資
の
一
口
金
額
五
〇
円
、
出
資
口
数
二
七
九
〇
ロ
で
あ
っ
た
。
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
に
ほ
、
組
合
員
二
五
六
人
、
出
資
口
数
は
 
 

一
二
九
五
一
口
に
増
加
し
て
い
る
。
 
 
 

広
島
県
毛
筆
工
業
組
合
の
事
業
と
し
て
は
、
次
の
五
項
目
を
挙
げ
て
い
る
。
 
 

一
製
品
設
備
検
査
取
締
 
 
 

第
七
章
 
熊
野
の
筆
 
 

じ
ゅ
ぅ
ぶ
ん
に
睡
眠
を
と
り
得
な
か
っ
た
程
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
軍
部
は
、
こ
れ
ら
の
毛
筆
を
日
中
戦
争
を
進
め
て
い
た
中
国
大
陸
 
 

に
お
け
る
住
民
宣
撫
用
に
使
用
し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
 
 
 

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
五
月
二
十
六
、
七
日
の
両
日
、
熊
野
町
商
工
会
と
当
組
合
と
は
、
福
山
市
公
会
堂
に
お
い
て
、
「
筆
の
 
 

生
産
地
た
る
熊
野
町
が
、
国
定
小
学
校
の
地
理
教
科
書
に
全
然
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
は
遺
憾
」
で
あ
る
と
し
て
、
地
理
教
科
書
に
 
 

熊
野
町
名
を
記
載
す
る
よ
う
に
政
府
に
対
し
て
、
陳
情
書
を
提
出
し
て
い
る
。
 
 
 

な
お
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
、
国
民
学
校
令
が
施
行
さ
れ
、
そ
の
教
育
理
念
と
し
て
日
本
の
伝
統
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
と
 
 

し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
教
育
課
程
で
は
毛
筆
習
字
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ま
で
国
語
科
の
 
 

一
部
で
あ
っ
た
「
書
き
方
」
が
、
「
芸
能
科
習
字
」
と
呼
ば
れ
、
独
立
し
た
一
教
科
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
毛
筆
需
要
 
 

の
増
加
に
対
す
る
商
業
組
合
の
活
動
は
、
原
毛
の
直
輸
入
等
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
誠
に
効
果
的
で
あ
っ
た
。
な
お
、
昭
和
十
六
年
 
 

（
一
九
四
一
）
に
は
、
照
官
成
子
内
親
王
の
釆
広
に
際
し
て
、
熊
野
毛
筆
商
業
組
合
は
、
毛
筆
を
台
覧
に
供
す
る
と
い
う
事
業
も
行
な
 
 

っ
て
い
る
。
 
 

広
島
県
毛
筆
工
業
組
合
 
 

太
平
洋
戦
争
が
勃
発
し
て
間
も
な
く
、
熊
野
毛
筆
商
業
組
合
は
広
島
県
毛
筆
工
業
組
合
に
改
組
さ
れ
 
 

90β  



梶
山
俊
吾
が
当
た
っ
て
、
昭
和
十
九
年
（
l
九
四
四
）
七
月
十
三
日
に
結
成
さ
れ
た
。
 
 
 

こ
の
組
合
の
事
業
目
的
は
、
次
の
五
項
で
あ
る
。
 
 
 

一
毛
筆
に
関
す
る
統
制
指
導
 
 

二
 
毛
筆
に
関
す
る
仕
入
販
売
 
 

三
 
毛
筆
に
関
す
る
調
査
研
究
 
 

四
 
毛
筆
の
検
査
 
 

五
 
事
業
資
金
寄
託
引
受
 
 
 

こ
の
組
合
の
事
業
目
的
は
ど
の
よ
う
で
あ
ろ
う
と
も
、
戦
時
下
の
経
済
統
制
色
を
強
め
た
運
営
が
な
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
 
 

組
合
と
し
て
は
資
材
、
需
要
、
検
査
の
三
部
な
設
け
て
い
た
が
、
人
手
不
足
、
資
材
不
足
の
た
め
に
、
統
制
面
の
運
営
の
み
強
ま
 
 

り
、
組
合
員
の
要
望
に
対
し
て
は
応
じ
え
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
検
査
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
毛
筆
に
、
政
府
公
認
の
価
 
 

格
品
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
い
わ
ゆ
る
⑳
制
度
の
上
に
果
し
た
当
組
合
の
役
割
は
大
で
あ
っ
た
。
 
 

第
四
節
 
熊
野
筆
の
特
色
と
こ
れ
か
ら
 
 

二
 
統
制
及
び
製
品
の
販
売
 
 

三
 
営
業
に
必
要
な
物
品
の
供
播
 
 

四
 
資
金
の
貸
付
、
貯
金
の
受
入
 
 

五
 
営
業
に
関
す
る
指
導
研
究
調
査
 
 
 

こ
の
事
業
目
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
戦
時
下
の
統
制
色
の
濃
い
組
合
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
当
時
、
熊
野
町
の
毛
筆
生
産
 
 

は
七
〇
〇
〇
万
本
に
達
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
 
 

広
島
県
毛
輩
統
制
組
合
 
 

太
平
洋
戦
争
の
激
化
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
物
品
を
、
国
の
統
側
下
に
置
く
政
策
が
推
進
さ
れ
た
。
こ
 
 

れ
に
従
っ
て
、
広
島
県
毛
筆
工
業
組
合
は
、
広
島
県
毛
筆
統
制
組
合
に
改
組
さ
れ
た
。
組
合
理
事
長
に
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第
七
葦
 
熊
野
の
筆
 
 

広
島
県
毛
筆
統
制
組
合
は
、
昭
和
二
十
一
年
産
ま
で
、
形
式
的
に
は
存
在
し
て
い
る
。
昭
和
二
十
年
 
 
 

熊
野
商
工
業
協
同
組
合
 
 

（
一
九
四
五
）
八
月
十
五
日
の
日
本
国
の
敗
戦
は
、
社
会
経
済
組
織
の
う
え
に
壊
滅
的
打
撃
を
与
え
た
た
 
 

め
、
組
合
組
織
も
機
能
し
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
一
月
十
二
日
に
は
、
「
毛
筆
輸
出
組
合
」
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
書
道
用
毛
筆
で
は
な
 
 

く
、
毛
画
筆
の
輸
出
計
画
、
輸
出
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
が
、
昭
和
二
十
二
年
に
は
、
学
校
側
庶
が
改
め
ら
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
小
学
校
に
お
け
る
書
道
教
育
も
行
わ
れ
な
く
な
っ
 
 

た
。
毛
筆
産
業
に
と
っ
て
大
打
撃
で
あ
る
こ
の
事
態
に
対
処
す
る
た
め
、
新
た
に
新
組
合
を
設
立
す
る
必
要
性
が
痛
感
さ
れ
て
い
 
 

た
。
 
 
 

か
く
し
て
、
「
毛
筆
輸
出
組
合
」
を
も
合
併
す
る
形
で
、
昭
和
二
十
二
年
四
月
十
一
日
、
城
本
税
一
を
理
事
長
と
し
て
、
熊
野
商
 
 

工
業
協
同
組
合
が
発
足
し
た
。
組
合
員
二
〇
六
人
、
出
資
の
一
口
金
額
五
〇
円
、
出
資
口
数
九
六
四
口
で
あ
っ
た
。
出
資
一
口
の
金
 
 

額
は
、
当
時
の
イ
ソ
フ
レ
状
況
も
あ
っ
て
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
に
ほ
一
〇
〇
〇
円
に
改
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
で
あ
 
 

ろ
う
か
、
出
資
口
数
は
五
一
四
口
に
減
少
し
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
会
の
事
業
目
的
は
、
次
の
四
点
と
さ
れ
て
い
る
。
 
 

一
仕
入
販
売
協
同
施
設
の
設
立
 
 

l
一
散
液
晶
の
検
査
 
 

三
 
毛
筆
写
業
の
指
導
研
究
調
査
 
 

四
 
事
業
資
金
の
貸
付
、
貯
金
の
受
入
 
 

こ
の
会
は
、
戦
後
直
ち
に
結
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
世
間
一
般
の
民
主
化
傾
向
に
沿
っ
て
、
民
主
的
運
営
へ
の
熱
意
が
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者
の
組
織
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
新
た
に
熊
野
毛
筆
事
業
協
同
組
合
が
結
成
さ
れ
 
 

る
こ
と
に
な
っ
た
。
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
戎
本
啓
一
を
理
事
長
に
し
て
、
組
合
員
五
五
人
、
出
資
の
一
口
金
額
一
〇
〇
〇
 
 

円
、
出
資
口
数
四
八
五
口
を
も
っ
て
発
足
し
た
。
 
 
 

こ
の
会
の
事
業
目
的
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 

一
共
同
販
売
、
購
入
加
工
 
 

二
 
団
体
協
約
の
締
結
 
 

三
 
毛
筆
経
常
技
術
の
向
上
 
 

四
 
組
合
員
の
福
利
厚
生
 
 

五
 
組
合
員
に
対
す
る
事
業
資
金
の
貸
付
、
組
合
員
の
た
め
の
借
入
 
 

六
 
金
融
機
関
等
に
対
す
る
債
務
の
保
証
、
金
融
機
関
の
香
住
を
受
け
て
す
る
組
合
員
に
対
す
る
債
務
の
取
立
 
 

第
四
節
 
熊
野
筆
の
特
色
と
こ
れ
か
ら
 
 

認
め
ら
れ
た
と
い
う
。
中
で
も
、
事
業
経
営
の
合
理
化
、
良
心
的
生
産
の
実
施
、
品
質
の
向
上
等
が
日
ざ
さ
れ
た
。
そ
の
対
策
と
し
 
 

て
、
一
つ
に
は
小
学
校
に
お
け
る
書
道
教
育
の
復
活
の
た
め
に
、
町
当
局
、
鴫
野
町
商
工
会
と
と
も
に
町
民
を
挙
げ
て
努
力
す
る
中
 
 

核
体
と
な
っ
て
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
運
動
を
し
た
。
ま
た
、
戦
後
の
毛
筆
業
の
発
展
の
た
め
に
は
、
画
筆
・
刷
毛
の
生
産
も
必
要
 
 

で
あ
る
と
し
て
、
刷
毛
部
を
設
置
し
て
、
そ
の
発
展
に
尽
力
し
た
。
 
 

画
筆
・
刷
毛
の
た
め
に
ほ
、
次
の
よ
う
な
事
業
を
行
な
っ
て
い
る
。
輸
出
計
画
の
作
成
、
輸
出
申
請
、
製
品
の
選
定
並
び
に
品
質
 
 

の
改
良
、
価
格
の
審
査
、
原
料
の
斡
旋
、
製
品
の
集
荷
等
で
あ
る
。
協
同
組
合
と
し
て
の
協
同
扶
助
の
事
業
は
、
大
き
く
発
展
し
た
 
 

わ
け
で
あ
る
。
 
 

熊
野
毛
筆
事
業
協
同
組
合
 
 

熊
野
商
工
業
協
同
組
合
は
、
商
工
業
老
を
広
く
擁
す
る
組
織
と
は
い
え
、
実
質
的
に
は
、
毛
筆
事
業
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第
七
茸
 
熊
野
の
筆
 
 
 

こ
の
事
業
目
的
と
、
現
在
の
熊
野
筆
事
業
協
同
組
合
の
事
業
目
的
と
の
間
に
は
大
き
な
隔
た
り
は
な
い
。
毛
筆
事
業
の
抱
え
て
い
 
 

る
諸
問
題
は
、
現
在
に
お
い
て
も
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

義
務
教
育
に
お
け
る
毛
筆
習
字
の
一
部
が
復
活
し
た
の
は
、
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
空
）
四
月
か
ら
で
あ
る
。
小
学
校
指
導
要
領
 
 

に
ょ
れ
ば
、
「
四
年
生
以
上
で
指
導
し
て
も
よ
い
。
」
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
の
小
学
校
指
導
要
領
に
お
 
 

い
て
は
、
毛
筆
習
字
を
「
第
三
学
年
か
ら
す
べ
て
の
児
童
に
履
修
さ
せ
る
」
と
改
め
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
に
合
わ
せ
て
、
熊
 
 

野
町
の
毛
筆
生
産
量
も
増
加
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
昭
和
二
十
九
年
〓
九
五
四
）
に
は
、
毛
筆
生
産
高
は
全
国
比
七
〇
％
、
画
筆
 
 

の
そ
れ
は
六
〇
％
に
達
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
『
山
陽
新
聞
』
の
記
事
（
昭
和
三
十
≡
年
一
月
十
六
日
付
け
）
に
よ
れ
ば
、
昭
和
三
十
三
 
 

年
に
は
毛
筆
生
産
高
は
全
国
比
約
九
〇
％
、
年
間
一
〇
億
円
で
あ
る
と
報
じ
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
間
、
教
育
界
で
も
、
熊
野
毛
筆
事
業
協
同
組
合
の
後
援
を
え
て
、
習
字
教
育
研
究
会
を
開
い
て
い
る
。
主
と
し
て
戦
前
に
行
 
 

わ
れ
た
全
国
書
画
展
監
金
主
は
、
い
さ
さ
か
異
な
る
教
育
界
独
自
の
行
事
で
あ
っ
た
点
注
目
さ
れ
て
よ
い
事
業
で
あ
る
鰍
配
糟
鮒
幣
 
 

昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
こ
五
月
三
十
一
日
に
は
、
小
学
校
指
導
要
領
の
改
定
に
合
わ
せ
て
、
第
一
回
全
国
習
字
教
育
研
究
発
表
会
 
 

が
、
熊
野
第
一
小
学
校
に
お
い
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
発
表
会
は
、
毛
筆
習
字
の
必
要
性
・
有
効
性
を
広
く
教
育
界
に
訴
え
る
 
 

も
の
と
な
っ
た
。
ま
た
、
同
年
七
月
に
は
、
熊
野
中
学
校
に
お
い
て
、
第
一
回
県
下
七
夕
競
書
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
 
 

毛
筆
生
産
が
拡
大
す
る
に
伴
っ
て
、
県
下
の
毛
筆
画
筆
産
業
に
か
か
わ
る
老
が
一
体
と
な
っ
た
 
 

れ
が
組
合
員
の
生
活
に
役
立
つ
こ
と
に
も
な
る
と
い
う
考
え
が
生
ま
れ
た
。
ま
た
同
時
に
、
川
尻
町
の
毛
筆
業
者
か
ら
熊
野
毛
筆
事
 
 

業
協
同
組
合
と
の
取
引
に
当
た
っ
て
、
組
合
貞
資
格
が
な
い
の
は
不
便
で
あ
る
と
の
声
も
出
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
諸
問
題
を
解
決
す
 
 

る
た
め
、
広
島
県
書
画
祭
事
業
協
同
組
合
と
し
て
、
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
五
月
一
日
に
戎
本
勝
司
を
理
事
長
に
し
て
新
発
足
 
 
 

広
島
県
書
画
垂
事
業
協
同
組
合
 
 

組
合
を
結
成
す
る
ほ
う
が
、
協
同
組
合
事
業
を
よ
り
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
ひ
い
て
は
そ
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第
四
節
 
熊
野
筆
の
特
色
と
こ
れ
か
ら
 
 
 

図7－4110（り rl】熊野毛筆事緊協同組合  

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
当
組
合
の
成
立
事
情
に
 
 

も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
組
合
員
を
広
島
県
域
か
ら
募
る
こ
と
 
 

に
な
っ
た
点
の
み
が
、
熊
野
毛
筆
事
業
協
同
組
合
と
異
な
る
 
 

の
み
で
あ
っ
た
。
実
質
的
に
は
、
鯖
野
毛
筆
事
業
協
同
組
合
 
 

と
変
化
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
 
 
 

広
島
県
書
画
筆
事
業
協
同
組
合
の
発
足
時
に
お
け
る
出
資
 
 

口
数
は
一
七
三
六
口
、
出
資
の
一
口
金
額
一
〇
〇
〇
円
、
組
 
 
 

t
■
【
一
′
 
 

図74－10（2）チ1′も‡会  鮪  
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第
七
草
 
熊
野
の
筆
 
 

合
員
数
八
九
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
事
業
目
的
も
、
熊
野
毛
筆
事
業
協
同
組
合
と
同
一
の
も
の
で
あ
っ
た
。
 
 

筆
ペ
ソ
の
聾
雪
中
国
筆
の
輸
入
等
に
よ
っ
て
、
各
毛
筆
産
地
の
競
争
は
激
し
く
な
っ
た
。
と
同
時
 
 

デ
ル
産
地
報
告
書
」
に
記
載
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
報
告
に
基
づ
い
て
、
同
年
五
月
十
三
日
に
は
伝
統
的
工
芸
品
と
し
て
指
定
さ
れ
る
 
 

に
至
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
応
じ
て
、
熊
野
独
自
の
協
同
組
合
を
結
成
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
 
 

二
月
一
日
に
は
、
高
木
琢
史
を
理
事
長
と
し
て
綿
野
筆
事
業
協
同
組
合
が
発
足
し
た
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
広
島
県
書
画
筆
郭
業
協
同
組
合
が
発
足
し
て
も
、
熊
野
毛
筆
事
業
協
同
組
合
と
実
質
的
に
何
ら
変
わ
り
は
な
か
っ
 
 

た
。
そ
の
た
め
、
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
十
二
月
七
日
に
は
、
臨
時
総
会
を
開
催
し
、
伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興
に
関
す
る
 
 

法
律
に
基
づ
く
振
興
計
画
の
策
定
及
び
推
進
に
つ
い
て
実
行
す
べ
き
で
あ
る
と
の
決
議
を
し
て
い
る
。
伝
統
工
芸
品
の
指
定
を
受
け
 
 

る
た
め
の
申
請
書
煩
ほ
、
そ
の
た
め
、
熊
野
毛
筆
事
業
協
同
組
合
の
名
称
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
は
、
熊
野
町
の
毛
 
 

筆
業
に
と
っ
て
は
、
誠
に
幸
い
で
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
 
 
 

発
足
時
の
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
に
は
、
組
合
員
数
一
二
〇
名
、
出
資
口
数
一
七
四
一
口
、
出
資
の
一
口
金
額
五
〇
〇
〇
円
 
 

で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
に
は
、
一
口
金
額
は
同
じ
く
五
〇
〇
〇
円
で
あ
る
が
、
出
資
口
数
を
一
万
三
 
 

六
五
口
に
増
や
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
筆
会
館
建
築
の
た
め
の
増
資
で
あ
っ
た
。
な
お
、
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
三
月
末
現
在
 
 

の
組
合
員
は
、
〓
≡
人
で
あ
る
。
ま
た
、
川
尻
町
の
毛
筆
業
者
に
対
し
て
は
、
準
組
合
員
の
取
扱
い
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
 
 

際
上
の
取
引
が
行
わ
れ
る
よ
う
な
配
慮
を
も
し
て
い
る
。
 
 
 

熊
野
筆
事
業
協
同
組
合
の
事
業
目
的
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 
 

一
原
材
料
の
共
同
購
入
等
共
同
事
業
の
実
施
 
 
 

熊
野
葦
事
業
協
同
組
合
 
 

に
、
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
三
月
に
は
、
通
産
省
広
島
通
産
局
の
調
べ
に
よ
っ
て
、
熊
野
筆
が
「
モ
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二
 
後
継
者
の
確
保
、
作
業
環
境
の
改
善
 
 

三
 
技
術
水
準
の
向
上
、
品
質
の
改
善
 
 

四
 
組
合
員
の
事
業
資
金
の
貸
付
及
借
入
 
 

五
 
書
画
蟹
事
業
の
振
興
計
画
の
作
成
と
そ
の
推
進
 
 

こ
れ
ら
の
事
業
目
標
は
、
熊
野
毛
筆
事
業
組
合
の
事
業
目
的
と
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
新
た
に
後
継
者
の
確
保
 
 

育
成
と
い
う
こ
と
に
日
が
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
時
代
の
趨
勢
と
い
わ
ざ
る
を
え
た
い
。
都
市
型
勤
労
者
の
増
加
と
と
も
に
華
 
 

道
り
職
人
へ
の
志
望
者
が
乏
し
く
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

事
業
内
容
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
伝
統
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
県
お
よ
び
 
 

町
当
局
の
助
成
金
を
え
て
、
後
継
者
の
育
成
事
業
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
筆
司
自
身
の
技
術
の
研
究
改
良
の
研
究
会
も
開
催
 
 

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
次
に
、
共
同
購
入
事
業
と
し
て
ほ
、
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
以
降
、
中
国
交
易
 
 

会
と
原
毛
の
直
接
輸
入
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
組
合
に
設
置
さ
れ
て
い
る
審
査
機
関
に
お
い
て
合
格
し
た
製
品
に
 
 

対
し
て
、
伝
統
工
芸
品
の
統
一
マ
ー
ク
を
交
付
し
、
貼
付
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
は
、
消
費
者
の
利
益
保
護
と
と
も
に
品
質
の
 
 

維
持
向
上
の
た
め
に
、
大
変
有
益
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
ほ
か
、
筆
祭
り
の
実
施
等
に
よ
る
啓
発
事
業
や
筆
祭
り
事
 
 

業
の
一
環
と
し
て
毛
筆
功
労
者
、
技
術
優
秀
者
の
菱
形
を
も
行
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

づ
く
り
資
料
館
を
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
三
月
に
完
成
さ
せ
て
い
る
。
筆
会
館
の
充
実
発
展
に
は
、
さ
ら
に
熱
意
を
も
つ
べ
き
時
 
 

中
で
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
昭
和
五
十
三
年
四
月
に
竣
工
し
た
筆
会
館
の
建
設
で
あ
る
。
同
館
二
階
に
は
、
毛
筆
展
示
場
が
用
 
 

意
さ
れ
、
世
人
の
毛
筆
に
対
す
る
啓
発
事
業
の
役
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
れ
な
見
な
ら
っ
て
、
豊
田
郡
川
尻
町
で
も
野
呂
山
頂
に
筆
 
 
 

期
に
入
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
 
 

第
四
郎
 
熊
野
蟹
の
特
色
と
こ
れ
か
ら
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会
が
開
か
れ
た
。
会
場
は
、
こ
の
会
の
主
催
者
で
も
あ
る
熊
野
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
で
あ
 
 

る
。
対
象
は
小
学
校
だ
け
で
な
く
中
学
校
や
ほ
か
の
学
校
お
よ
び
一
般
も
含
め
た
も
の
だ
っ
た
。
参
加
範
囲
は
二
府
三
二
県
、
北
は
 
 
 

第
七
草
 
熊
野
の
筆
 
 
 

熊
野
筆
事
業
協
同
組
合
に
、
な
お
未
参
加
の
業
者
も
約
二
〇
％
弱
存
す
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
業
者
は
、
次
の
よ
う
な
反
対
 
 

論
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
。
原
毛
の
共
同
購
入
に
実
効
が
な
く
、
原
毛
商
か
ら
の
購
入
の
ほ
う
が
便
宜
が
与
え
ら
れ
る
、
ま
た
原
毛
 
 

購
入
の
利
益
に
よ
っ
て
し
か
組
合
の
維
持
運
営
経
費
が
出
せ
な
い
で
は
な
い
か
、
あ
る
い
は
、
組
合
の
会
議
は
お
互
い
の
経
営
方
針
 
 

を
探
る
機
会
に
な
り
や
す
い
、
す
な
わ
ち
、
業
者
は
地
場
産
業
で
あ
る
前
に
競
合
関
係
に
あ
る
も
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
 
 

ぅ
な
反
対
論
、
批
判
諭
が
あ
る
こ
と
ほ
、
現
在
も
な
お
、
熊
野
町
に
真
の
協
同
組
合
を
必
要
と
し
て
い
な
い
と
言
え
な
く
も
な
い
。
 
 

熊
野
産
と
い
う
製
品
名
（
ブ
ラ
ン
ド
）
を
生
か
し
、
熊
野
筆
に
と
っ
て
独
自
の
顧
客
を
開
拓
す
る
こ
と
は
、
熊
野
在
の
業
者
に
と
っ
て
 
 

の
共
通
の
利
益
で
も
あ
ろ
う
。
伝
統
工
芸
品
と
し
て
の
毛
筆
産
地
に
は
、
他
に
も
奈
良
県
奈
良
市
、
大
和
郡
山
市
、
豊
橋
市
が
あ
 
 

る
。
こ
れ
ら
と
対
抗
し
て
い
く
た
め
に
は
、
熊
野
と
い
う
共
通
の
生
活
共
同
体
の
中
に
生
き
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
自
覚
も
必
 
 

要
に
な
っ
て
こ
よ
う
。
こ
れ
ら
の
諸
問
題
を
超
越
し
、
前
進
し
て
行
く
た
め
に
は
、
熊
野
筆
事
業
組
合
の
啓
発
事
業
の
実
行
と
と
も
 
 

に
、
よ
り
一
層
の
解
放
さ
れ
た
民
主
的
運
営
が
、
不
断
に
行
わ
れ
て
い
く
必
要
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
 
 

全
国
書
き
方
展
覧
会
の
は
じ
ま
り
 
 

四
 
熊
野
筆
の
啓
発
活
動
 
 

1
 
書
画
展
覧
会
の
開
催
 
 
 

昭
和
六
年
（
一
九
≡
）
十
二
月
五
、
六
、
七
の
三
日
間
を
か
け
て
第
一
回
全
国
書
き
方
展
覧
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北
海
道
、
樺
太
、
遠
く
は
朝
鮮
、
台
湾
、
青
島
を
含
み
、
参
加
作
品
数
は
六
〇
〇
〇
点
余
に
も
の
ぽ
っ
た
。
審
査
に
は
次
の
よ
う
に
 
 

県
下
の
書
家
が
あ
た
っ
た
。
 
 

広
島
師
範
学
校
教
諭
 
 

三
原
女
子
師
範
学
校
教
諭
 
 

中
国
書
道
会
長
 
 

広
島
高
等
女
学
校
教
諭
 
 

第
四
節
 
熊
野
筆
の
特
色
と
こ
れ
か
ら
 
 
 

鎌
田
 
蘭
舟
 
 

大
窪
 
柱
石
 
 

小
川
 
早
苗
 
 

林
原
 
文
子
 
 

図7－4【11第3回全国書道展覧会審査風景（昭和  

8年）   

熊
野
が
当
時
既
に
全
国
的
な
筆
の
産
地
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
な
ぜ
こ
の
 
 

こ
ろ
、
小
学
校
を
主
催
者
と
し
て
こ
の
よ
う
な
大
会
を
開
く
こ
と
が
で
き
 
 

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
一
に
、
こ
の
時
期
は
筆
の
生
産
が
昭
和
六
年
に
は
六
 
 

四
〇
〇
万
本
（
筆
組
合
調
べ
、
戦
前
の
最
高
は
十
一
年
の
七
〇
〇
〇
万
本
）
と
伸
 
 

び
て
い
た
た
め
、
害
を
通
じ
て
一
層
の
発
展
を
期
待
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

次
に
大
正
十
五
年
十
二
月
に
発
足
し
た
筆
産
業
と
関
係
の
深
い
熊
野
商
 
 

工
会
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第
一
国
展
覧
会
の
経
費
八
二
円
一
九
銭
の
う
ち
、
 
 

五
〇
円
は
こ
こ
か
ら
の
寄
附
で
ま
か
な
わ
れ
た
。
商
工
業
の
発
達
を
図
る
 
 

こ
の
会
は
、
熊
野
の
筆
を
全
国
に
印
象
づ
け
る
ね
ら
い
を
も
っ
て
い
た
と
 
 

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
何
と
い
っ
て
も
昭
和
三
年
に
こ
の
小
学
校
に
着
 
 

任
し
、
第
一
回
を
差
配
し
た
大
下
新
次
郎
校
長
の
存
在
を
あ
げ
ね
ば
な
ら
 
 

な
い
。
こ
の
校
長
の
時
代
に
は
教
員
の
実
技
練
習
が
昼
食
時
や
放
課
後
随
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か
ら
全
国
書
道
展
覧
会
と
か
わ
っ
た
。
ど
の
年
も
十
二
月
の
初
旬
聖
二
日
間
の
日
程
で
、
小
学
校
を
 
 

会
場
に
し
て
行
わ
れ
た
（
十
二
年
の
第
七
回
だ
け
は
十
一
月
十
九
、
二
十
、
二
十
一
日
）
。
 
 
 

会
の
内
容
を
、
昭
和
八
年
の
夢
二
回
で
み
る
こ
と
に
す
る
。
後
援
に
は
熊
野
町
、
熊
野
商
工
会
、
昭
和
七
年
に
で
き
た
熊
野
書
道
 
 

研
究
会
、
広
島
県
教
育
会
、
安
芸
郡
教
育
会
、
中
国
書
道
会
、
広
島
書
道
研
究
会
、
岡
崎
中
央
書
道
協
会
、
東
京
学
苔
会
、
中
国
新
 
 

聞
社
が
名
を
連
ね
て
い
た
。
出
品
料
は
一
般
が
二
〇
銭
、
中
等
学
生
部
が
一
〇
銭
、
小
学
校
の
部
は
無
料
で
あ
る
。
課
題
は
次
の
通
 
 

り
で
あ
っ
た
。
 
 

第
七
草
 
熊
野
の
筆
 
 

時
実
施
さ
れ
て
お
り
、
書
道
の
研
究
授
業
や
研
究
発
表
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
児
童
の
作
品
展
示
や
校
内
展
覧
会
も
た
び
た
び
 
 

開
か
れ
て
い
た
し
、
自
由
参
加
に
よ
る
書
方
部
も
あ
り
、
大
下
校
長
の
熱
意
が
う
か
が
わ
れ
る
。
 
 
 

し
か
も
、
こ
の
展
覧
会
に
は
前
史
が
あ
っ
た
。
二
年
先
立
つ
昭
和
四
年
、
書
方
教
育
振
興
の
必
要
性
を
感
じ
、
全
国
の
小
学
校
児
 
 

童
の
作
品
を
募
集
し
て
一
二
〇
〇
点
の
応
募
作
品
を
集
め
た
実
績
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
十
二
月
十
八
日
、
 
 

全
国
小
学
校
書
き
方
展
覧
会
と
し
て
教
室
や
廊
下
に
展
示
さ
れ
た
。
同
じ
会
は
翌
年
も
開
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
案
内
状
の
発
 
 

送
、
送
ら
れ
て
く
る
作
品
の
処
理
、
展
示
、
賞
状
の
作
成
、
賞
品
の
発
送
な
ど
ほ
、
教
職
員
ま
た
児
童
の
協
力
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
 
 

こ
の
経
験
が
次
の
会
で
生
か
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
 
 

全
国
書
道
展
監
会
の
発
展
 
 

尋
一
 
ハ
タ
ヒ
ノ
て
ル
 
 
 

二
 
日
本
は
つ
よ
い
 
 
 

三
 
萬
古
仰
天
皇
 
 

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
四
月
、
校
長
は
大
下
新
次
郎
か
ら
矢
吹
基
幹
に
移
り
、
会
の
名
称
も
琴
一
回
 
 

四
 
日
本
帝
国
萬
歳
 
 

五
 
官
城
東
方
遥
拝
 
 

六
 
建
国
精
神
顎
揮
 
 

高
一
）
非
常
時
局
園
難
打
開
 
 

男
 
 

二
（
皇
国
興
麿
在
此
一
戦
 
 

高
 
l
）
君
が
代
は
千
代
に
八
千
代
に
さ
ゞ
れ
石
の
 
 

女
 
 

二
（
 
歴
と
な
り
て
苔
の
む
す
ま
で
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回
は
一
万
四
二
〇
〇
点
余
の
応
募
が
あ
り
、
樺
太
、
北
海
道
、
朝
鮮
、
台
湾
、
満
州
国
か
ら
の
出
品
も
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
小
学
 
 

校
の
応
募
校
数
の
多
い
県
を
順
に
あ
げ
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 
 

広
島
一
八
七
校
 
愛
知
一
五
 
 
岡
山
 
〓
二
 
 
熊
本
一
二
 
 
兵
庫
一
二
 
 
島
板
一
二
 
 
埼
玉
一
一
 
 
 

千
菓
一
〇
 
 
鳥
取
一
〇
 
 
 

審
査
員
に
は
広
島
高
等
師
範
学
校
の
石
橋
犀
水
が
、
加
わ
っ
た
。
そ
し
て
十
一
年
の
第
六
回
に
は
広
島
県
視
学
の
大
石
静
信
が
い
 
 

た
。
さ
ら
に
十
二
年
、
十
三
年
と
続
き
、
十
三
年
に
は
一
万
三
六
〇
〇
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。
 
 

一
方
、
こ
の
頃
、
熊
野
以
外
で
も
さ
ま
ぎ
ま
な
害
展
が
開
か
れ
て
い
た
。
な
か
で
も
昭
和
十
四
年
に
は
財
団
法
人
日
本
力
行
会
に
 
 

ょ
っ
て
「
日
本
民
族
小
学
生
作
品
展
覧
会
」
が
計
画
さ
れ
た
。
五
月
に
出
さ
れ
た
趣
意
書
に
よ
る
と
〆
切
は
内
地
外
地
が
十
月
、
満
 
 

州
支
那
は
十
一
月
末
日
で
あ
っ
た
。
対
象
は
尋
常
五
、
六
学
年
、
高
等
一
、
二
学
年
で
一
校
一
枚
、
ほ
か
に
図
画
一
校
一
枚
、
綴
方
 
 

第
四
郎
 
熊
野
筆
の
特
色
と
こ
れ
か
ら
 
 

昭
和
八
年
は
国
際
連
盟
脱
退
の
年
で
あ
り
、
華
北
で
は
関
東
軍
の
侵
略
が
く
り
返
さ
れ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
国
民
精
神
の
発
揚
 
 

を
促
す
こ
れ
ら
の
課
題
の
傾
向
は
そ
の
後
も
続
い
て
い
っ
た
。
 
 
 

審
査
員
も
第
一
回
と
同
じ
で
あ
る
が
、
他
に
芸
南
書
道
会
長
和
泉
峰
雪
が
加
わ
っ
て
い
る
。
参
加
状
況
は
「
全
国
各
県
よ
り
の
出
 
 

品
点
数
約
九
千
余
点
の
多
数
に
達
し
、
北
は
樺
太
（
一
）
、
北
海
道
（
七
）
、
南
は
台
湾
（
二
）
、
朝
鮮
（
八
）
に
至
る
ま
で
各
府
よ
 
 

表
7
－
4
－
5
 
 

り
の
出
品
有
之
」
と
あ
り
、
第
一
回
よ
り
も
五
〇
 
 

％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
入
賞
者
数
ほ
次
の
と
 
 

お
り
で
あ
る
。
 
 
 

ま
た
、
九
年
の
第
四
回
で
は
中
国
地
方
図
画
優
 
 

秀
作
晶
展
が
同
時
に
開
催
さ
れ
た
。
十
年
の
第
五
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第
七
牽
 
熊
野
の
筆
 
 

一
校
一
文
に
限
ら
れ
て
い
た
。
審
査
員
は
東
京
高
等
師
範
学
校
の
教
官
な
ど
で
あ
っ
た
。
書
き
方
で
は
水
島
修
三
で
あ
っ
た
。
そ
の
 
 

う
ち
の
優
秀
作
品
を
集
め
、
『
皇
紀
二
千
六
百
年
記
念
日
本
民
族
小
学
生
作
品
集
』
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
内
地
で
は
「
特
選
」
に
 
 

広
島
黄
浦
校
五
年
の
谷
本
浄
の
「
一
系
の
大
君
」
が
入
選
し
た
。
 
 
 

こ
れ
を
意
識
し
て
か
、
十
五
年
は
、
皇
紀
二
六
〇
〇
年
率
祝
記
念
全
国
書
道
展
覧
会
」
と
銘
打
ち
、
合
わ
せ
て
第
十
回
と
、
新
校
 
 

舎
落
成
を
も
記
念
し
て
大
々
的
に
行
わ
れ
た
。
経
費
も
一
〇
〇
〇
円
に
達
し
、
内
訳
は
審
査
員
料
二
〇
〇
円
、
印
刷
費
二
九
六
円
、
 
 

賞
品
賢
一
〇
〇
円
、
郵
税
五
〇
円
、
新
聞
広
告
八
〇
円
、
宣
伝
費
一
二
〇
円
な
ど
で
あ
っ
た
。
収
入
と
し
て
は
五
九
〇
円
を
寄
付
金
 
 

に
た
よ
り
、
二
五
〇
円
を
熊
野
町
か
ら
、
六
二
円
を
書
道
講
習
会
よ
り
受
け
た
。
審
査
員
も
こ
の
年
は
東
京
か
ら
高
等
師
範
学
校
講
 
 

師
田
代
秋
鶴
、
女
子
師
範
学
校
講
師
尾
上
柴
舟
、
美
術
学
校
の
講
師
に
加
わ
っ
て
い
た
石
橋
犀
水
、
大
阪
陸
軍
幼
年
学
校
に
移
っ
て
 
 

い
た
大
窪
桂
石
、
そ
し
て
地
元
か
ら
は
広
島
師
範
の
鎌
田
蘭
舟
、
県
立
商
業
の
竹
沢
江
東
、
二
葉
書
道
会
の
和
泉
峰
雪
と
そ
う
そ
う
 
 

た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
課
題
は
、
二
千
六
百
年
（
三
年
）
檀
原
神
宮
（
四
年
）
八
樫
烏
金
の
鶉
（
五
年
）
聾
国
の
大
理
想
（
六
年
）
大
東
亜
共
 
 

栄
圏
確
立
（
高
一
）
大
政
翼
賛
会
公
益
優
先
（
高
二
）
と
、
こ
の
時
代
の
特
色
の
に
じ
み
出
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
応
募
総
数
 
 

は
一
万
七
五
〇
〇
余
点
と
、
そ
れ
迄
で
最
高
で
あ
り
、
前
年
の
三
倍
近
く
も
の
作
品
を
集
め
た
。
ま
た
、
出
品
条
件
の
違
い
が
あ
る
 
 

と
は
い
え
、
力
行
会
の
そ
れ
が
約
五
〇
〇
〇
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
ま
た
三
倍
以
上
と
い
え
る
。
作
品
は
展
示
後
、
傷
病
将
士
の
慰
 
 

問
品
と
し
て
陸
海
軍
病
院
へ
寄
贈
さ
れ
た
。
 
 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
l
）
三
月
「
国
民
学
校
令
」
が
公
布
さ
れ
、
熊
野
第
一
小
学
校
は
熊
野
第
一
国
 
 

柴
舟
に
か
わ
っ
て
井
上
政
雄
（
桂
岡
）
が
加
わ
り
、
す
べ
て
広
島
に
ゆ
か
り
の
人
々
と
な
っ
た
。
課
題
は
、
国
民
学
校
（
四
）
皇
国
の
道
 
 

修
練
（
五
）
国
民
練
成
道
場
（
六
）
八
紘
一
宇
挙
国
精
神
（
高
一
）
臣
道
実
践
皇
道
扶
罪
（
高
二
）
と
、
国
民
学
校
色
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
 
 
 

戦
前
の
書
画
展
覧
会
の
終
末
 
 

民
学
校
と
な
っ
た
。
こ
の
年
も
第
十
一
回
の
展
覧
会
が
例
年
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
。
審
査
員
は
尾
上
 
 

920  



昭
和
十
七
年
十
二
月
予
定
の
第
一
二
回
は
行
事
の
都
合
で
十
八
年
二
月
二
十
一
日
、
二
十
二
日
に
行
わ
れ
た
。
会
期
も
二
日
間
に
 
 

な
り
、
案
内
状
も
粗
末
な
紙
の
プ
リ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
課
題
は
二
月
に
関
連
し
た
「
梅
の
節
句
」
（
三
）
「
神
武
天
皇
」
 
（
四
）
 
「
八
樫
 
 

烏
金
の
鶉
」
（
五
）
「
檀
原
官
御
即
位
」
（
六
）
「
紀
元
節
建
国
祭
」
（
高
一
）
 
「
墜
国
理
想
顕
現
」
（
高
二
）
に
な
っ
た
。
作
品
の
一
部
が
 
 

陸
軍
病
院
江
波
臨
時
分
院
に
送
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
校
長
あ
て
に
礼
状
が
届
い
て
い
る
。
 
 
 

昭
和
十
九
年
も
二
月
十
九
、
二
十
の
二
日
間
で
行
わ
れ
た
。
戦
争
も
た
け
な
わ
、
緊
迫
の
色
も
漉
く
な
り
、
か
つ
て
ほ
ど
の
応
募
 
 

作
品
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
二
十
年
に
は
つ
い
に
中
止
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 

聞
社
が
後
援
し
て
い
た
。
こ
の
年
は
洋
裁
展
覧
会
も
併
催
さ
れ
た
。
 
 
 

二
十
二
年
は
学
制
改
革
が
あ
り
、
熊
野
第
一
国
民
学
校
が
熊
野
第
一
小
学
校
と
改
称
さ
れ
た
年
で
あ
る
。
こ
の
年
の
十
一
月
三
、
 
 

四
日
に
第
一
五
回
が
行
わ
れ
た
。
対
象
は
大
学
・
高
校
の
部
と
中
・
小
学
校
の
部
の
二
つ
に
か
わ
っ
た
。
そ
し
て
画
の
部
も
加
わ
 
 

り
、
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
以
降
は
、
名
称
も
全
国
学
生
書
画
展
覧
会
と
な
っ
た
。
後
援
は
熊
野
町
と
熊
野
中
学
校
、
熊
野
第
 
 

一
小
、
第
二
小
で
あ
っ
た
。
 
 
 

昭
和
二
十
四
年
、
二
十
五
年
は
九
月
二
十
二
、
二
十
三
日
の
筆
祭
り
に
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
た
。
 
 
 

審
査
員
は
 
 

書
道
の
部
 
 

戦
後
の
全
国
書
画
展
覧
会
 
 

広
島
高
等
師
範
学
校
教
授
 
 

広
島
師
範
学
校
教
諭
 
 

広
島
女
子
高
等
師
範
学
校
 
 

付
属
中
二
高
校
教
諭
 
 

第
四
節
 
熊
野
筆
の
特
色
と
こ
れ
か
ら
 
 
 

戦
後
の
書
道
展
覧
会
は
、
昭
和
二
十
一
年
九
月
二
十
二
、
二
十
三
日
に
熊
野
第
一
国
民
学
校
を
会
場
 
 

と
し
て
行
わ
れ
た
。
第
一
四
回
で
あ
る
が
、
主
催
は
学
校
か
ら
熊
野
町
商
工
会
に
か
わ
り
、
中
国
新
 
 

井
上
桂
園
（
二
十
五
年
は
広
島
大
）
 
 

竹
沢
江
東
（
 
 

高
松
鶴
台
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